
共和町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・持続可能な地域公共交通の維持、確保
・公共交通空白地帯の解消
・少子高齢化に伴う将来的な町民の足の確保

○調査の主な内容
・地域公共交通網形成計画策定に関する実行運行調査
・利用促進策の検討・実施
・共和町地域公共交通網形成計画（案）のとりまとめ
・協議会開催

○地域公共交通の現況
・ＪＲ函館本線（小沢駅）
・北海道中央バス（株）（町内２路線）

・ニセコバス（株）（町内２路線）

共和町

公共交通空白地帯の解消や少子高齢化の進行に伴う町民の足の確保など、公共交通に関して様々な課題を抱えているが、将
来的に持続可能な交通手段を確保と住みよいまちづくりを目指すことを目的に、上位計画や関連計画との整合や連携の下、共
和町地域公共交通網形成計画を策定する。

概 要

平成２９年５月１７日設置

地図

○地域公共交通活性化協議会開催状況
７月５日 第４回協議会 【議題】 地域公共交通網形成計画（素案）及び実証運行

（案）の検討状況について
第１回実証運行（案）について 他

１１月８日 第５回協議会 【議題】 第１回実証運行結果及び住民意見交換会の
内容について

第２回実証運行（案）について 他
１２月２６日 第６回協議会 【議題】 計画策定に係る事業の取組状況について
３月中旬 第７回協議会 【議題】 第２回実証運行結果について

地域公共交通網形成計画について 他



共和町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

本町は、集落が分散する地域構造となっており、既存の公共交通では移動できない「交通空白地帯」が存在していることから、
『新たな交通体系の導入により、地域内外のおでかけ支援と持続可能な公共交通網を構築する』ことを基本方針とし、それに関連
する基本的方向性を以下の４点について設定する。

①新たな公共交通の導入による町民の誰もが安心して暮らせるまちの実現
②地域・交流拠点の形成による外出促進と賑わいの創出
③町内外の移動を支援する公共交通ネットワークの充実
④バス利用しやすい環境づくり

●地域公共交通網形成計画等の計画策定に向けた方針

・地域の実態に即した地域公共交通網形成計画を策定するため、平成２９年度に策定
した「共和町地域交通網形成計画（素案）」に基づき、予約運行型バスによる実証運行
調査を２回（９月と１月）実施した。(利用者 ９月：６名、１月４０名)利用促進を図るため、
町広報や防災行政無線を活用し、住民周知を行った他、１回目の試験運行終了後、
高齢者を中心に実証運行や公共交通に関する意見交換会を開催し、これらの意見を
基に、２回目の試験運行方法を改善を図った。

・今後、協議会での検討を経て、交通空白地域に対する新たな交通体系の導入や既存
バス路線を含めた持続可能な公共交通網のあり方等、望ましい公共交通網の姿を明
らかにする地域公共交通網形成計画（案）を平成３１年４月までにとりまとめる。

●事業の結果概要

計画どおり事業は適切に実施された。

●事業実施の適切性

・地域公共交通網形成計画の策定に当たっては、今年度実施した実証運行調査等の結果を良く精査の上、地域公共交通の実
態を肌で感じつつ、進めていただきたい。
・その際、まちづくりや観光との連携も考慮に入れて、取り組んでいくことが望ましい。
・今後、実効性のある持続可能な計画とするため、引き続き関係者と丁寧な調整を心がけながら進めていくことが肝要である。

●地方運輸局における二次評価結果


